


大阪府がん診療拠点病院の緩和ケア提供体制のあり方検討について





資料１－１





＜大阪府がん診療拠点病院におけるがん診療提供体制の見直しについて＞





○　国指定がん診療連携拠点病院（以下、「国拠点病院」）は２次医療圏に１か所程度を目安に指定することとなっており、大阪府においては、平成26年9月現在、16病院が指定されている。





○　平成26年1月、国から新たながん診療提供体制が示され、国指定がん診療連携拠点病院（以下、「国拠点病院」）のさらなる質の向上を図るため、指定要件が強化された。





○　府では、国拠点病院と連携し、地域の一般病院やかかりつけ医と連携強化を図り、地域におけるがん医療の向上を目指すため、大阪府がん診療拠点病院（以下、「府拠点病院」）として、平成21年度より府独自の拠点病院制度を運用しており、44病院を指定している。





○　府独自の制度創設から５年が経過し、この間、治療実施のみならず、地域連携や緩和ケア、相談支援の充実など、拠点病院に求められる機能がより高度化、多様化している。





○　このようなことから、今回の国の要件改正を契機に、府拠点病院についても、国拠点病院の新要件を踏まえ、指定要件を見直していく必要がある。





＜緩和ケア推進部会の提案について＞





○　国のがん診療提供体制のあり方検討に当たっては、緩和ケアに関して、「緩和ケア推進検討会」で議論を重ね、最終案（新要件）に反映されたところである。





○　こうしたことから、府でも、府拠点病院の指定に係る緩和ケアに関する事項については、緩和ケア推進部会で議論のうえがん診療拠点部会に提案することが、平成26年2月開催の緩和ケア推進部会及びがん診療拠点病院部会において了承された。





○　このため、緩和ケア推進部会は、府拠点病院の指定に係る緩和ケアに関する事項について、内容を議論いただき、府拠点病院の指定要件を審議するがん診療拠点病院部会に提案するもの。











